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人と自然と歴史が結びあう北総の元気創造都市

　

旧
1
市
3
町
の
防
災

行
政
無
線
の
周
波
数
を
統

一
す
る
工
事
を
昨
年
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

中
継
局
設
備
を
小
見
川
区

木
内
に
設
置
す
る
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
継
局
が
完
成
す
る

と
、
中
継
局
か
ら
の
電
波

を
受
信
し
て
放
送
で
き
る

よ
う
に
、
子
局
（
屋
外
放

送
塔
）
の
受
信
装
置
を
交

換
す
る
工
事
を
行
い
ま

す
。
平
成
19
年
度
は
栗
源

区
、
平
成
20
年
度
以
降
は

小
見
川
区
・
山
田
区
の
順

で
子
局
の
受
信
装
置
の
交

換
を
す
る
予
定
で
す
（
佐

原
区
の
子
局
受
信
装
置
は

そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
）。

戸
別
受
信
機
は
…

　

佐
原
区
の
戸
別
受
信
機

は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま

す
が
、
中
継
局
が
完
成
す

る
2
月
初
め
こ
ろ
に
は
、

受
信
す
る
電
波
の
方
向
が

本
庁
舎
か
ら
中
継
局
に
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

場
所
に
よ
っ
て
は
電
波
の

受
信
状
況
が
悪
く
な
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。﹁
戸

別
受
信
機
が
放
送
を
受
信

し
な
い
な
﹂と
思
っ
た
ら
、

設
置
場
所
を
変
え
る
な
ど

し
て
受
信
状
況
を
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

で
も
、
受
信
で
き
な
い
場

合
は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
小
見
川
区
・

山
田
区
・
栗
源
区
の
戸
別

受
信
機
は
、
当
分
の
間
そ

の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
周
波
数

を
統
一
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
の
継
続
利

用
や
新
規
設
置
な
ど
の
詳

細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
本
年

4
月
1
日
か
ら
防
災
行

政
無
線
の
放
送
内
容
を
携

帯
電
話
へ
メ
ー
ル
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
電
話
に
よ
る

音
声
案
内
の
サ
ー
ビ
ス
も

始
め
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
(50)
1
2
0
1

災
害
時
の
情
報
は

　

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
防
災
行
政
無

線
な
ど
に
よ
り
、
正
し
い
情
報
を
入

手
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
防
災
に

関
す
る
情
報
を
携
帯
電
話
へ
メ
ー

ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

HPhttp://w
w
w
.city.katori.

lg.jp/m
obile/

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
(50)
1
2
0
1

災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
で
安
否
確
認

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

防
災
行
政
無
線
の

周
波
数
を
統
合

合
、被
災
地
へ
の
通
話
が
集
中
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

被
災
地
に
い
る
人
に
よ
っ
て
録
音

さ
れ
た
安
否
情
報
な
ど
を
、
災
害

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
セ
ン
タ
ー
を
通
じ

て
そ
の
他
の
地
域
に
い
る
人
が
聞

く
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。

■
利
用
方
法　

録
音
・
再
生
と
も
、

局
番
な
し
の
﹁
1
7
1
﹂
に
電
話

し
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
登
録
不
要
。
災
害
時
以
外

は
利
用
不
可
（
体
験
日
あ
り
。
要

問
い
合
わ
せ
）

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

�

☎
1
1
6

　

近
年
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
地
震
調
査
委
員
会
で
は
、

南
関
東
直
下
型
地
震
が
起
き
る
確
率
を
10
年
以
内
で

30
％
、
30
年
以
内
で
は
70
％
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
災

害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害

を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た
め
に
も
、
災
害
が
起
き
る

前
に
備
え
を
万
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大地震は、いつ起きるかわかりま
せん。もし大地震が発生し

た場合は、被害が広範囲におよび、ライフラ
インがストップした中で、食料や物資の供給
など公的な支援体制が整うまでには、最低₃
日程度かかるといわれています。
　その間は、自分たちの力でしのがなくては
なりません。一人で、あるいは家族だけでで
きる事には限界があります。
　「自分たちのまちは自分たちで守る」とい
う一人ひとりの心がけが、隣近所での協力を
生み出し、いざというときに助け合える組織
が生まれます。市では、自主防災組織の設立
を推進しています。設立の希望、検討にあたっ
ては、総務課まで問い合わせください。

■自主防災組織の役割
　自主防災組織では、班分けなどにより役割
分担を決め、防災活動を実施します。
①初期消火や応急救護活動
②高齢者などの災害弱者に対し呼びかけによ
る安否確認と避難誘導
③避難者名簿を作成するなどして避難所の入
所者を把握し、食品や生活用品の調達など避
難生活を円滑化する

■平常時の準備など
①防災訓練への参加
②地域における防災訓練実施（防災資機材の
点検、避難場所の確認、初期消火、応急救護、
炊出し訓練など）
③災害弱者の把握

▲毎年自主訓練を行っている水郷町自主防災組織
　(平成19年12月₂日)

震
災
編

防
災
特
集

作ろう自主防災！

毎
年
1
月
15
日
か
ら
21
日
は

﹁
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
﹂で
す

▲戸別受信機

▲倒壊した建物など（阪神淡路大震災）
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身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

身
近
な
相
談
相
手
・
サ
ポ
ー

タ
ー
（
支
援
者
）
で
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

1
住
民
の
生
活
の
把
握

2
要
支
援
者
に
対
す
る
自
立

支
援
活
動

3
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

対
す
る
支
援
な
ど

4
協
力
機
関
と
し
て
の
役
割

　

児
童
分
野
の
連
携
の
要

主
任
児
童
委
員　

　

主
任
児
童
委
員
は
担
当
区

域
を
も
た
ず
、
児
童
の
福
祉

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に

担
当
す
る
委
員
と
し
て
、
児

童
相
談
所
な
ど
児
童
の
福
祉

に
関
す
る
機
関
と
区
域
担
当

木内明美　(52)4503　主任児童委員
田中利明　(54)2182　主任児童委員

　津宮地区

髙安弘明　(57)0225　₁～₃区
髙木　勇　(57)0299　₄～₆区
久保木德　(57)0940　₇～₉区
瀨川晃一　(56)2372　10区
竹本房子　(57)0040　11区
鈴木康子　(57)0782　主任児童委員
久保木泰史(57)2784　主任児童委員

　大倉地区

大原一郎　(57)3597　側高、大倉丁子
佐藤民子　(57)1572　今市、代下
髙橋新一郎(56)1234　大倉新田
森永　学　(57)0420　今市団地
向後吉男　(57)1416　本西、中郷
鈴木孝雄　(57)0546　丸峰、市神
大原節子　(57)0826　主任児童委員
髙橋克江　(56)2341　主任児童委員

　新島地区

濵田　彰　(56)0531　八筋川
宮本昭吾　(56)2143　本津、大島
清水榮一　(56)2062　三島、境島
椎名芳文　(56)0202　扇島₁～₂
伊坂文雄　(56)1188　�加 藤 洲₁～₂、

与田浦

飯田秀秋　(56)2317　磯山
大川高市　�(56)2558　扇島下の洲、加

� 藤洲下の洲、市和田

山口藤雄　(56)0020　附洲新田
椎名典子　(56)0905　主任児童委員
森　和子　(56)1253　主任児童委員

　瑞穂地区

飯嶋　昇　(54)6387　堀之内、西部田
齋賀宗純　(52)2903　寺内、寺内芝
佐藤忠志　(54)2063　谷中
鴇﨑泰弘　(54)6508　�西和田、西坂、

鴇崎

藤田久美　(54)5235　�みずほ台₁～₂
丁目

　民生委員・児童委員（160人）、主任児童委員（29人）
が決まり、12月₁日付けで厚生労働大臣から委嘱されま
したので紹介します。各委員の任期は3年で、平成22年
11月30日までとなります。� （敬称略）

林三和子　(82)2472　八日市場
髙木きよ子(83)6621　野田（鉄道東）
笠井憲義　(83)3547　野田（鉄道西）
細野　茂　(83)3732　�南小川、南原地

新田

亘　好美　(82)0311　北小川、羽根川
石井典雄　(83)1843　新々田、入会地
篠塚正洋　(82)1844　�一ノ分目₁～₂

組、水郷団地

篠塚和夫　(82)3707　�一ノ分目₃～₅
組、田中

伊藤まつ　(83)6863　�一ノ分目新田、
三ノ分目新田

浅野　明　(83)9678　三ノ分目
笹原幸江　(83)9473　富田
宮﨑一昭　(83)3711　下小堀
大川正義　(82)0804　分郷、増田
小林健治　(82)5003　織幡
佐藤邦夫　(82)5150　油田
角田　勇　(82)7555　八本、白井
角田重德　(82)5116　東谷、山川
伊藤博元　(83)2265　�虫幡（西供・桑

畑・辻下）

七五三永喜(82)5018　虫幡（平石・清水）
伊藤通子　(82)7755　木内
宮島　巌　(82)7260　上小堀、新福寺
菅谷武史　(83)9196　阿玉川（新田除く）
吉川　忠　(82)0230　�阿玉川（新田）・

県営住宅

林　勝行　(83)8462　�下飯田（県営住
宅除く）

向後昌弘　(83)8424　岡飯田、川頭、
� 布野、北原地新田

髙木秀昌　(83)8329　五郷内
林　壽一　(83)8863　貝塚、和泉
髙橋芳樹　(83)8258　阿玉台、久保
飯田美智子(82)1907　主任児童委員
安藤登志子(83)3695　主任児童委員
菅谷常子　(83)8267　主任児童委員

　山田地区

鈴木　茂　(78)2236　小見
田中文雄　(78)4781　吉野平
髙木富美枝(78)2950　川上、高野
岩立節子　(78)2202　竹之内
永嶋秀雄　(78)4059　田部
竹蓋良一　(78)3700　仁良
菅井春江　(78)2459　神生
青柳　徹　(78)4455　米野井
吉田いち子(78)3221　�在郷、日下部住

宅

岩城靜香　(78)2895　入小保内
鈴木一夫　(78)3677　�遠茶、奥山、帰

命台

鈴木美知子(78)2840　�南四ツ塚、原宿、
向堆住宅

林　廣全　(78)4059　長岡郷、長岡東
平野敏子　(78)3346　宮志、古内
髙木　登　(79)2009　山倉（台組・辻組）
大野英秋　(79)2736　山倉（仲組・三浦谷）
髙橋　明　(79)2747　大角
石田　清　(78)3053　新里
木内祥夫　(78)2955　桐谷
木内敏夫　(78)3563　鳩山
林　幹雄　(78)3534　小川
池谷あつ子(78)3293　主任児童委員
椎名宥心　(79)2802　主任児童委員

　栗源地区

平山安子　(75)2021　浅黄東部・西部
平山初子　(75)2084　西崎の一部、大畑
齋藤勝治　(75)2719　助沢、東野
古川信一　(75)3432　受所、高萩の一部
平川剛忍　(75)3261　高萩
松本　勝　(75)2264　上の台
島田勝行　(75)3382　中峰
菅井　武　(75)3584　苅毛、西崎の一部
髙木正隆　(75)2428　西田部、浅間台
堀越　勇　(75)2974　沢
齋藤勝幸　(75)2786　開進、倉沢
髙橋博明　(75)2384　荒北、宿原
斎木啓子　(75)2363　主任児童委員
保科五月　(75)3177　主任児童委員

　香取地区
篠塚英繼　(57)3369　多田本田₁～₂
大原秀男　(57)3366　丁子、吉原
香取かつ　(57)1156　宮下御手洗、宮
� 中、又見、大坂原町

玉井　登　(59)2505　下小野₁～₄
越川晧茨朗(57)3346　新市場
椎名秀典　(59)0551　返田
香取昭三　(57)0886　多田新田
畔蒜定子　(59)0995　九美上₁～₄
篠塚昌典　(57)3416　山田
尾形正一　(52)3480　新部、釜塚
香取忠男　(57)2006　主任児童委員
山賀励子　(59)2535　主任児童委員

　香西地区

髙木永子　(59)3551　大崎、長山
青柳俊雄　(59)2716　上谷津
髙木　齋　(59)0810　大根
香取　猛　(59)2729　本矢作
笠井幸雄　(58)1304　観音
菅井與保　(59)3851　与倉
細根　稔　(58)1607　鳥羽、鳥羽台
長谷川潔　(59)0764　福田
岩佐忠雄　(59)2401　伊地山
鈴木義勝　�(59)2238　本矢作新田、伊

地山新田、福田中央、北ノ
台、ニュー北の台、台深

椎名久子　(59)2107　主任児童委員
田中三枝子(59)1520　主任児童委員

　東大戸地区

須田美恵子(52)5013　大戸
岡澤幸雄　(55)0650　大戸川
櫻井敏雄　(52)2388　森戸、新寺
八木幸男　(54)3257　玉造、山之辺
木内好二　(54)3751　�片野、片野団地、

関、上小川

椿　文知　(54)6245　�飯島、多田島、
川尻、昭和町

芹川德子　(54)6695　�大戸団地、大戸
一本松

榊　昭治　(52)3489　玉造₁～₃

山内厚子　(54)6875　みずほ台₃丁目
米山繁子　(52)6204　主任児童委員
鴇﨑利雄　(54)6552　主任児童委員

　新宿第一地区

三橋経広　(54)2555　岩ヶ崎台
渡邊正枝　(52)5239　西関戸₁～₂・₇
千代田學　(52)3229　�竹の下、西関戸

₃～₆

根本量識　(54)3722　諏 訪 下₁～₂、
� 諏訪上・台、平台

髙橋脩一　(52)2830　�東 関 戸₁～₄、
上中宿

久保木秀夫(52)4506　横川岸、北横宿、
� 南横宿、田中、新橋本

渡邊恵子　(52)5653　�神明町、上宿₁
～₃、上宿台

渡部　修　(54)0351　橋替
荒原禮子　�(54)2618　上・下新町、若

� 松町、下分、下・中宿

朝日　馨　(54)2634　牧野全地区
大川裕志　(52)2351　主任児童委員
坂本よし江(54)5372　主任児童委員

　新宿第二地区

弓削富榮　(52)9261　�水郷町₁、寿町、
粉名口団地

飯田弘之　(52)2586　下川岸₁～₃
戸村登美男(54)4457　下川岸₄
金子眞理子(54)1045　�仲 川 岸₁～₂、

新上川岸

坂本正夫　(54)1093　�粉 名 口₁～₃、
水郷大橋町

香取昭一　(54)2670　水郷町₂～₃
北田ゆう子(54)1474　主任児童委員
桑山暁美　(55)0645　主任児童委員

　本宿地区

北川トミ　(55)1324　�本橋元、本町、
田宿₁～₂

宮澤一皓　(54)1945　上仲町、下仲町
髙安隆郎　(54)2763　浜宿₁～₃
大野　脩　(52)4445　�舟戸₁～₂、本

川岸₁～₂

千代原千嘉(52)3682　寺宿₁～₅
逸見　譲　(54)3730　�八日市場₂・上・

仲

宮内忠昭　(52)4056　八日市場₃～₄
及川軋子　(52)3343　荒久₁～₄
向後　正　(54)3024　仁井宿₁～₂
合田和子　(54)1383　仁井宿₃
鎌形正直　(52)5286　�篠原本田、みど

り町、旭ヶ丘

圓城寺礼子(54)6658　主任児童委員
伊能芳美　(54)5227　主任児童委員

　北佐原地区

小川忠一　(56)0554　向津、砂場
菅澤義克　(56)1776　荒川、笄島
多田孝夫　(56)1883　長島₁～₂
林　定幸　(56)1569　中洲、篠原新田
宮本正男　(56)1275　石納、野間谷原
大山美保子(56)2128　主任児童委員
坂本秀生　(56)2207　主任児童委員

　小見川地区

佐藤民子　(83)0532　東大根塚
石上紀子　(83)2038　大根塚
菅谷君枝　(82)2283　�新町東部、上新

町、新浜

宮﨑紀光　(82)2656　北八軒町
寺本正子　(82)0411　南八軒町
内山隆師　(82)1628　南八軒町
菱木胤廣　(83)1075　栄町
多田康裕　(82)2635　新田、田町
菅谷和惠　(83)0455　仲町、川端、本郷
仁木俊行　(82)0701　�小路、本町、南

下宿

堀越美喜男(83)1715　新開町
西岡敏明　(82)0095　住金団地（西）
老田紀代美(82)4083　住金団地（東）
木内朝子　(82)3591　�内浜、外浜、北

下宿

児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
を

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
福
祉
課

�

☎
(50)
1
2
0
9

小
健
康
福
祉
課

�

☎
(82)
1
1
1
5

山
健
康
福
祉
課

�

☎
(78)
2
1
1
4

栗
健
康
福
祉
課

�

☎
(75)
3
0
0
0

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所 …ファクス 　　…メールアドレス …ホームページアドレスHP

地域を見守る新しい

民生
委員

児童
委員

▲12月₇日に行われた委嘱式



� 広報 2008年（平成20年）1月15日【行政情報】

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
（
平
成
20
年
6

月
1
日
～
平
成
21
年
5
月
31
日
）
を
有
効

と
す
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加

受
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
追
加
受
付
は
、
平
成
19
年
2
月
に

﹁
平
成
19
・
20
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
﹂
が
で
き
な
か
っ
た
業
者
を
対
象
と

し
、
す
で
に
こ
の
申
請
を
行
い
、
資
格
審

査
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の
申
請

は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
た
建
設
工
事
の
種

類
を
追
加
す
る
申
請
は
、
対
象
外
と
し
ま

す
。

　

香
取
市
へ
申
請
す
る
業
者
は
、
香
取
市

上
下
水
道
部
水
道
課
（
旧
小
見
川
広
域
水

道
企
業
団
を
含
む
）、
香
取
市
教
育
委
員

会
、
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
旧

佐
原
市
外
五
町
消
防
組
合
（
旧
大
栄
町
、

旧
下
総
町
、
神
崎
町
を
除
く
）、
旧
小
見

川
町
外
2
町
消
防
組
合
、
旧
北
総
西
部
衛

生
組
合
を
含
む
）
へ
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

■
受
付
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
。
持
参
の
場
合
は
市

役
所
7
階
7
0
2
会
議
室
で
受
け
付
け
し

ま
す

■
受
付
期
間

　

2
月
1
日
㈮
～
15
日
㈮　

9
時
～
11
時

30
分
、
13
時
～
16
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

■
申
請
書
な
ど
配
布
期
間

　

1
月
10
日
㈭
～
31
日
㈭　

9
時
～
正

午
、
13
時
～
17
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

■
申
請
書
な
ど
配
布
場
所

　

市
役
所
財
政
課
窓
口
、
ま
た
は
香
取
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
要
領
・
申
請
書

な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

問
い
合
わ
せ

財
政
課　

☎
(50)
1
2
0
7

HPhttp://w
w
w
.city.katori.lg.jp

平
成
20
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
追
加
受
付

　12月₄日に行われた、公用車の売却の入札
結果は、次のとおりとなりましたのでお知ら
せします。

問い合わせ　財政課　☎(50)1207

※上記落札金額には、消費税および地方消費税を含み
ません。売却価格は、消費税および地方消費税を含む
価格となります
※車両番号₂の入札は、入札参加申込者が無かったた
め、取りやめとなりました

公用車売却の
入札結果

車両番号

車　名

型　式

グレード

初度登録年月

最低売却価格

落札金額

₁

トヨタクラウン

GF-JZS155 

ロイヤルサルーンＧ

平成11年₄月

300,000円

333,000円

₂

ニッサンシーマ

E-FGY33

平成₉年₃月

350,000円

入札取りやめ

■
佐
原
区

小
林
光
子　

�

(57)
3
1
6
5　

宮
下
御
手
洗
、

宮
中
、
大
阪
原
町
、
新
部
、
釜

塚
、
丁
子
、
吉
原
、
又
見

篠
塚
惠
子　

�

(57)
1
0
3
7　

多
田
本
田
、
多

田
新
田

今
泉
恵
美
子
(57)
3
1
3
6　

新
市
場
、
山
田

藤
田
宇
多
子�

(59)
0
5
4
6　

九
美
上
1
・
2
、

返
田

椎
名
君
子　

�

(59)
0
4
6
8　

下
小
野
、
九
美

上
3
・
4

五
喜
田
栄
子�

(59)
1
0
2
9　

大
根
、
大
崎
、

上
谷
津
、
長
山

畔
蒜
彌
生　

�

(59)
2
8
1
0　

本
矢
作
、
福
田
、

福
田
中
央

鴇
田
政
枝　

�

(59)
2
3
1
6　

伊
地
山
、
北
ノ

台
、
台
深
、
伊
地
山
新
田
、
本

矢
作
新
田

笠
井
勝
枝　

�

(58)
1
3
0
5　

観
音
、
与
倉
、

鳥
羽
、
鳥
羽
台

木
内
淑
子　

�

(52)
3
3
0
7　

大
戸
、
片
野
、

上
小
川
、
関

鈴
木
章
子　

(54)
5
5
8
9　

大
戸
川

黒
田
ア
ツ　

�

(54)
6
2
1
0　

川
尻
、
昭
和
町
、

多
田
島
、
飯
島

椿　

君
子　

(54)
3
8
8
3　

新
寺
、
森
戸

小
倉
淑
子　

�

(52)
3
2
8
1　

玉
造
、
玉
造

1
・
2
・
3
、
山
之
辺

髙
木
昭
子　

�

(57)
0
2
9
9　

津
宮
5
・
6
・

7
・
8
・
9
区

尾
形
美
子　

�

(57)
0
3
9
3　

津
宮
1
・
2
・

3
・
4
・
11
区

成
毛
ト
キ　

�

(57)
0
0
0
1　

丸
峰
、
大
倉
丁

子
、
側
高
、
市
神

田
原
章
子　

�

(50)
5
0
1
1　

中
郷
、
本
西
、

代
下
、
今
市
、
水
郷
団
地
、
大

倉
新
田

栗
山
喜
代
子
(56)
0
5
3
3　

八
筋
川
、
本
津

椎
名
加
津
代
(56)
0
2
0
2　

扇
島
、
加
藤
洲

篠
塚
利
子　

�

(56)
0
8
1
0　

磯
山
、
下
の
洲
、

市
和
田
、
附
洲
新
田

前
島
則
子　

�

(56)
0
5
5
8　

大
島
、
三
島
、

境
島
、
与
田
浦

小
林
初
枝　

(54)
4
5
5
9　

谷
中

鴇
﨑
み
ど
り�

(54)
5
3
3
5　

西
和
田
、
西
坂
、

寺
内
、
寺
内
芝
、
鴇
崎

稲
葉
志
名
子�

(54)
7
1
1
8　

み
ず
ほ
台
1
・

2
・
3
丁
目

木
内
素
美　

(52)
5
8
0
5　

堀
之
内
、
西
部
田

富
田
良
子　

�

(54)
0
1
4
7　

岩
个
崎
、
岩
个

崎
台

佐
藤
富
美
子�

(54)
4
7
0
1　

諏
訪
上
、
諏
訪

下
、
平
台

高
橋
安
子　

�

(52)
3
8
8
0　

中
宿
、
下
分
、

北
横
宿
、
南
横
宿
、
若
松
町
、

下
宿
、
上
新
町
、
下
新
町

坂
本
芳
子　

�

(52)
5
4
5
0　

上
宿
、
上
宿
台
、

上
中
宿
、
神
明
町
、
橋
替

大
野
由
加
利�

(52)
5
0
1
4　

仲
川
岸
、
新
上

川
岸
、
新
橋
本
、
横
川
岸
、
田

中
、
東
関
戸

千
代
田
節
子
(52)
3
2
2
9　

西
関
戸
、
竹
の
下

並
木
有
子　

(52)
3
9
2
3　

下
川
岸

伊
藤
幸
子　

�

(54)
0
3
6
4　

水
郷
大
橋
町
、

　
　
　
　
　

粉
名
口

亘
百
合
子　

�

(52)
4
4
6
4　

水
郷
町
、
寿
町
、

粉
名
口
団
地

松
﨑
静
江　

(52)
2
8
4
7　

牧
野
、
高
野

小
林
和
子　

�

(52)
4
0
9
3　

田
宿
、
本
橋
元
、

本
町
、
上
仲
町
、
下
仲
町

伊
能
芳
美　

�

(54)
5
2
2
7　

寺
宿
、
荒
久
、

八
日
市
場

宮
本
馨
子　

�

(52)
5
2
5
3　

浜
宿
、
舟
戸
、

本
川
岸

奥
主
眞
智
子
(52)
4
0
0
2　

仁
井
宿

蜷
川
三
代
個�

(54)
3
4
5
6　

篠
原
本
田
、
み

ど
り
町
、
旭
个
丘

池
田
雅
子　

�

(56)
1
6
8
8　

笄
島
、
荒
川
、

長
島
、
野
間
谷
原
、
石
納

林
三
千
惠　

�

(56)
1
9
3
7　

篠
原
新
田
、
向

津
、
砂
場
、
中
洲
、
津
宮
10
区

■
小
見
川
区

原
野
歌
子　

�

(82)
2
5
0
1　

大
根
塚
、
新
町

東
部
、
上
新
町
、
新
浜

東
條
壽
子　

(82)
2
4
5
0　

南
八
軒
町

平
山
隆
子　

�

(82)
2
1
2
8　

南
下
宿
、
北

下
宿
、
川
端
、
新
開
町
、
内
浜
、

外
浜

簔
輪
美
智
子�

(82)
3
0
2
4　

八
日
市
場
、
本

町
、
本
郷
、
小
路

吉
野
弘
子　

(82)
2
6
0
3　

野
田

篠
塚
芙
美　

�

(83)
8
6
4
2　

南
小
川
、
北
小

川
、
栄
町

古
徳
靜
子　

�

(83)
8
6
0
2　

南
原
地
新
田
、

羽
根
川
、
新
々
田
、
入
会
地

鈴
木
勝
代　

�

(82)
1
1
7
5　

一
ノ
分
目
、
水

郷
団
地

相
馬
惠
美
子�

(83)
6
8
2
3　

一
ノ
分
目
新
田
、

三
ノ
分
目
新
田
、
分
郷

本
柳
芳
枝　

(83)
2
1
0
6　

三
ノ
分
目
、
増
田

関
口
絹
子　

(82)
1
8
5
2　

下
小
堀
、
富
田

日
下
部
芳
子�

(82)
5
3
0
7　

織
幡
、
上
小
堀
、

新
福
寺

伊
藤
福
美　

�

(82)
7
1
3
9　

油
田
、
八
本
、

山
川
、
白
井
、
東
谷

白
鳥
み
き
子
(82)
7
5
1
4　

虫
幡
、
木
内

高
橋
幸
子　

�

(82)
1
2
3
1　

阿
玉
川
、
布
野
、

川
頭
、
北
原
地
新
田

星
野
幸
子　

�

(83)
8
7
7
4　

下
飯
田
、
県
営

住
宅
、
岡
飯
田

向
後
幸
枝　

�

(83)
8
3
5
9　

五
郷
内
、
市
営

住
宅
、
和
泉

宮
﨑
明
子　

�

(83)
8
3
7
0　

久
保
、
貝
塚
、

阿
玉
台

■
山
田
区

大
梛
た
け
子�

(78)
2
5
9
6　

小
見
、
吉
野
平
、

米
野
井

髙
木
道
子　

(78)
4
4
8
3　

川
上
、
高
野

藤
城
和
子　

(78)
2
5
7
2　

竹
之
内
、
田
部

今
井
慶
代　

(78)
3
6
5
3　

仁
良
、
神
生

小
林
富
美
子�

(78)
3
2
8
0　

入
小
保
内
、
遠

茶
、
奥
山
、
帰
命
台

絵
鳩
勝
子　

�

(78)
2
0
2
6　

在
郷
、
宮
前
、

志
高
、
古
内
、
日
下
部
住
宅

伊
藤
き
み
子�

(78)
3
7
6
2　

原
宿
、
南
四
ツ

塚
、
長
岡
郷
、
長
岡
東
、
向
堆

住
宅

奈
良
律
子　

(79)
2
5
1
1　

山
倉
、
大
角

髙
木
絹
代　

(78)
2
3
0
0　

新
里
、
小
川

木
内
福
久
子
(78)
4
6
9
1　

桐
谷
、
鳩
山

■
栗
源
区

石
橋
久
子　

�

(75)
2
6
0
2　

浅
黄
東
部
、
浅

黄
西
部
、
西
崎
、
大
畑

菅
谷
久
代　

�
(75)
2
6
8
3　

助
沢
、
東
野
、

受
所

藤
崎
照
代　

�

(75)
3
5
0
1　

高
萩
、
上
の
台
、

中
峰

越
川
ま
さ
江�

(75)
2
3
3
8　

西
田
部
、
苅
毛
、

浅
間
台

大
里
く
に
子
(75)
3
0
4
3　

沢

工
藤
美
栄
子�

(75)
3
7
6
5　

開
新
、
倉
沢
、

宿
原
、
荒
北

　

母
子
家
庭
な
ど
に
対
す
る
自
立
支

援
対
策
を
強
化
し
、
母
子
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
、
母
子
福
祉
協
力
員
77

人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

母
子
福
祉
協
力
員
は
、
母
子
家
庭

な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

常
に
豊
か
な
愛
情
と
誠
意
を
持
っ
て

親
切
に
問
題
の
解
決
に
当
た
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
母
子
家
庭
な
ど
の

実
態
を
把
握
し
、母
子
自
立
支
援
員
、

民
生
（
児
童
）
委
員
お
よ
び
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
母
子
家
庭
な

ど
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
区
の
母
子
福
祉
協
力

員
は
表
の
と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

ひ
と
り
親
家
庭
事
業
を
実
施

　

母
子
福
祉
協
力
員
協
議
会
で
は
、

春
休
み
な
ど
に
、
思
い
出
づ
く
り
の

た
め
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
な
ど
の

﹁
ひ
と
り
親
家
庭
事
業
﹂
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

日
程
、
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

家
庭
児
童
相
談
室

☎
(50)
1
1
2
1

母
子
福
祉
協
力
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

母
子
福
祉
協
力
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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問
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

の
自
己
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

答
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る

と
き
と
同
じ
で
、
一
般
の
人
は

1
割
、
現
役
並
み
所
得
の
あ
る

人
は
3
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
受
け
ら
れ
る
給
付
も
変
わ
る

の
？

答
老
人
保
健
制
度
で
受
け
て
い

た
と
き
と
同
様
の
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

問
制
度
の
運
営
は
ど
こ
が
行
う

（100円未満切り捨て）
　保険料の上限は、年間50万円までとなりま
す。健康保険などの被扶養者には、₂年間の
軽減措置があります。
　所得割額は、被保険者の前年の所得に応
じてかかる金額です。千葉県の保険料率は
7.12％となります。なお、年金のみの収入が
153万円以下の人は、所得割がかかりません。
　均等割額は、被保険者₁人当たりに定額で
かかる金額です。千葉県では37,400円となり
ます。なお、所得の低い人は、世帯の所得水
準に応じて₇割、₅割、₂割の軽減措置があ
ります。

の
？

答
千
葉
県
は
、
県
内
す
べ
て
の

の
市
町
村
が
加
入
す
る
﹁
千
葉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
﹂
が
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

広
域
連
合
は
保
険
料
の
決
定
や

医
療
を
受
け
た
と
き
の
給
付
な

ど
を
行
い
、
市
町
村
は
保
険
料

の
徴
収
、
各
種
申
請
や
届
出
の

受
付
、
保
険
証
の
引
き
渡
し
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

問
保
険
料
の
負
担
は
ど
う
な
る

の
？

答
保
険
料
は
広
域
連
合
ご
と
に

決
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。
千
葉
県

は
、
右
下
囲
み
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

　

均
等
割
額
は
、
世
帯
の
所

得
水
準
に
応
じ
て
7
割
、
5

割
、
2
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り

ま
す
。
所
得
割
額
は
、
年
金
の

み
の
収
入
が
1
5
3
万
円
以
下

の
人
は
0
円
と
な
り
ま
す
。
ま

　

こ
れ
ま
で
75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65

歳
）
以
上
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
や
、
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
、﹁
老
人
保
健
制
度
﹂
で
医
療
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
4
月
か
ら
は
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療
保

険
制
度
と
な
る
﹁
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
﹂
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保険料は
所得割額 均等割額＋

※納税通知書の発送が1回となり、郵便料など経費の削減ができます
※前年度の税額に関係なく、計算がわかりやすくなり、税額が納期数の8回に均一に割り振られます
※納付回数が少なくなるため、年税額が昨年度と同じ場合など₁期あたりの納税額が多くなることがあります

平成20年度国民健康保険税納期（平成19年度との違い）

第₁期

₇月

第₂期

₈月

第₃期

₉月

第₄期

10月

第₅期

11月

第₆期

12月

第₇期

₁月

第₈期

₂月
₄月から₆月の

暫定賦課期間が

なくなる
本算定賦課　平成19年中の所得などを基に平成20年度の年間保険税額を

算定し、₈回で納めていただきます。

■平成20年度

第₃期

₆月

第₄期

₇月

第₅期

₈月

第₆期

₉月

第₇期

10月

第₈期

11月

第₉期

12月

第10期

₁月

第₂期

₅月

第₁期

₄月

本算定賦課暫定賦課

■平成19年度

国民健康保険税 (普通徴収）の納期が変わります
　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
国
保
税
）
は
、

今
ま
で
暫
定
賦
課
と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
国
保
税
の
基
礎
と
な
る
所
得
が

確
定
す
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
前
年
度
の
国
保

税
を
基
礎
と
し
、課
税
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

前
々
年
の
所
得
が
多
く
、
前
年
の
所
得
が
少
な
い

場
合
に
過
大
算
定
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
制
度
へ
の

理
解
が
得
に
く
い
た
め
、
平
成
20
年
度
の
国
保
税

は
、
暫
定
賦
課
を
廃
止
し
、
本
算
定
賦
課
の
み
と

な
り
納
税
通
知
書
を
7
月
に
1
回
発
送
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
賦
課
方
式
や
納
期
の
違
い
は
表
の
と
お
り

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
(50)
1
2
4
2

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
始
ま
る

今
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
何
が
変
わ
る
？

　現在、国民健康保険税は市が送付した納
税通知書により納付・口座振替（以下、普
通徴収）されていますが、平成20年₄月₁
日現在で次の条件を満たす世帯主（社会保
険などに加入している世帯主を除く）の人
は、₄月から国民健康保険税が年金から天
引き（以下、特別徴収）されます。
　特別徴収される時期は、介護保険料と同
じ₄月・₆月・₈月・10月・12月・₂月です。

①世帯内の国民健康保険加入者全員が65歳
以上74歳以下であること
②年額18万円以上の年金を受給しているこ
と
③国民健康保険税と介護保険料との合算額
が年金額の1/2を超えていないこと
　これらの条件を満たさない世帯主の人
は、今までどおり普通徴収となります。

　特別徴収の条件に該当する世帯であって
も、年度内に75歳になる人がいる世帯は、
普通徴収となります。
　₄月₂日以降、新たに特別徴収の条件に
該当する世帯は、平成21年度から特別徴収
となります。

問い合わせ　国保年金課　☎(50)1228
　　　　　　税務課　　　☎(50)1242

年金からの
天引き

た
、
今
ま
で
自
分
で
保
険
料
を

払
っ
て
い
な
か
っ
た
健
康
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
の
人
も
保
険

料
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
2
年
間
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
1
月
に
配
布
す

る
広
域
連
合
だ
よ
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
保
険
証
は
ど
う
な
る
の
？

答
新
し
い
高
齢
者
医
療
制
度
独

自
の
保
険
証
を
1
人
に
1
枚
交

例₁

例₂

例₃

例₄

例₅

例₆

～64歳

子
(社保)

妻
(国保)

子
(国保)

65～74歳

世帯主と妻
(国保)

世帯主と妻
(国保)

世帯主
(国保)

妻
(国保)

世帯主(社保)
妻(国保)

世帯主と妻
(国保)

75歳～

世帯主
(後期高齢)

特別

徴収

普通

徴収

◆世帯構成による判別例

◆年金から天引きされる人の条件

付
し
ま
す
。新
し
い
保
険
証
は
、

現
在
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

て
い
る
人
は
、
3
月
中
に
郵
送

し
ま
す
。
年
度
途
中
で
75
歳
に

な
る
人
は
、
事
前
に
市
か
ら
郵

送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
業
務
課

☎
0
4
3
（
3
0
8
）
6
7
6
8

国
保
年
金
課　

☎
(50)
1
2
2
8

国民健康保険税の保険料 平
成
20
年
4
月
か
ら　

75
歳
以
上
が
対
象
︵
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
以
上
︶

⇩
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　香取市には、楽しいイベントや出来事が
盛りだくさん。
　ここでは、そんなホットなまちの話題を
ご紹介します。

通
信

▲人面付香炉形土器

　

良
文
貝
塚
は
、
小
見
川
区
貝
塚
に

あ
る
縄
文
時
代
後
期
を
中
心
と
す
る

利
根
川
下
流
域
最
大
級
の
貝
塚
で

す
。
そ
の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
お
り
、
明
治
28
年
（
1
8
9
5
）

に
は
東
京
帝
国
大
学
が
発
掘
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
2
年
に
は
大お
お

山や
ま

史し

前ぜ
ん

学が
く

研け
ん

究
き
ゅ
う

所じ
ょ
が
、
4
年
に
は
同

研
究
所
と
地
元
有
志
が
発
掘
調
査
を

し
て
多
く
の
土
器
や
骨こ
っ

角か
く

器き

な
ど

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成

果
と
地
元
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
昭
和

5
年
、
千
葉
県
の
貝
塚
と
し
て
は
初

め
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
昭
和
4
年

の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
人
面
付

香
炉
形
土
器
で
、
約
3
5
0
0
年
前

の
縄
文
時
代
後
期
中
ご
ろ
の
も
の
で

す
。
香
炉
形
土
器
と
は
、
仏
具
の
香

炉
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
中
期
中
ご

ろ
に
中
部
地
方
や
関
東
地
方
で
作
ら

れ
た
釣
手
土
器
が
前
身
と
い
わ
れ
、

そ
の
不
思
議
な
形
か
ら
、
呪
術
的
な

用
途
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
土
器
は
、
頂
部
と
左
側
面
の
一

部
を
欠
失
し
ま
す
が
、
ほ
ぼ
完
全
な

も
の
で
す
。
現
高
16
㎝
、
鉢
形
土
器

に
脚
台
を
付
け
た
形
で
、
正
面
に
人

面
を
貼
り
付
け
、
背
面
に
は
丸
い
大

き
な
孔
が
開
い
て
い
ま
す
。
縄
文
人

の
自
画
像
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も

神
霊
・
祖
霊
を
表
現
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
写
実
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
実

に
大
胆
な
表
現
で
、
器
の
形
・
文
様

と
一
体
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
右

側
面
に
筒
状
の
突
起
が
あ
り
、
中
央

に
孔
が
貫
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
孔

は
器
体
を
吊
り
下
げ
る
た
め
の
紐
通

し
孔
で
、
左
側
に
も
同
じ
も
の
が
付

い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
の
土
器
は
そ
の
名

の
通
り
、
香
を
焚
く
の
に
使
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ほ
の
暗
い
竪
穴

住
居
の
中
、
薄
ら
と
映
る
人
面
土
器

か
ら
立
ち
昇
る
煙
、
悪
臭
を
追
い
、

不
浄
を
祓
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
32
年
10
月
﹁
香
炉
形
顔
面
付

土
器
﹂
と
し
て
県
有
形
文
化
財
（
考

古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
地
元
の
保
存
団
体
に
よ
っ
て

厳
重
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は

公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「悪臭を追い、不浄を祓
はら

う」

良
よ し

文
ぶ み

貝塚出土
人
じ ん

面
め ん

付
つ き

香
こ う

炉
ろ

形
が た

土器

Vol.22

香
取
遺
産

12月₅日焼きいもで歳末たすけあい
　JR千 葉 駅 で ウ イン
ターキャンペーンが行わ
れ、道の駅くりもとが茅
野市観光連盟と合同で参
加。用意した焼きいも
1,000本はあっという間
に完売し、売上げ金は
『NHK歳末たすけあい』
の義援金へ寄付されまし
た。

12月15日私の言葉で参加
　平成21年₅月のスター
トを前に、裁判員制度を
知ってもらうためのミニ
フォーラムが佐原中央
公民館で行われました。
フォーラムでは参加者が
裁判員となり、刑事模擬
裁判と模擬評議を行い、
裁判員とはどのようなも
のかを体験しました。

12月₂･15日駅伝で関東制覇！
　₂日に千葉市で行わ
れた関東中学校駅伝大
会で、小見川中学校女子
チームが初優勝を果たし
ました。
　また15日には、関東女
王として全国中学校駅伝
大会に出場し、結果は13
位でした。

　

Ｊ
Ｒ
香
取
駅
の
新
駅
舎
が
完
成
し
、
12
月

24
日
に
竣
工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

香
取
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
市
が
協
力
し
て

整
備
し
た
も
の
で
、
香
取
神
宮
の
玄
関
口
と
し

て
観
光
客
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
地
元
の
人
た

ち
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
朱
色

を
基
調
と
し
た
香
取
神
宮
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

記
念
式
典
で

は
、
安
全
祈
願
が

行
わ
れ
た
あ
と
、

地
元
の
津
宮
小
学

校
鼓
笛
隊
や
高
齢

者
ク
ラ
ブ
に
よ
る

演
奏
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

神
宮
へ
の
玄
関
口
が
完
成

香
取
駅
竣
工
記
念
式
典

▲津宮小学校鼓笛隊の演奏

▲完成を記念して行われたテープカット

文
化
協
会
連
合
会
第
1
回
交
流
発
表
会

い
の
腕
と
親
睦
を
深
め
る

互

　

香
取
市
文
化
協
会
連
合
会
第
1
回
交
流
発
表
会
が

12
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
原
中
央
公
民
館
で
は
交
流
書
道
展
が
行
わ
れ
、

各
区
の
書
道
部
に
よ
る
書
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
23

日
に
は
佐
原
文
化
会
館
で
、
交
流
芸
能
発
表
会
が
行

わ
れ
、
ダ
ン
ス
や
舞

踊
、独
唱
、筝
曲
な
ど
、

各
区
を
代
表
す
る
演

目
に
観
客
は
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
連
合
会
の
柏
崎

会
長
は
﹁
今
後
も
こ

の
よ
う
な
交
流
会
を

開
催
し
親
睦
を
深
め

た
い
﹂
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲多くの書が展示された交流書道展

▲きらびやかな衣装で披露されたマツケンサンバⅡ



広報 �2008年（平成20年）1月15日

■
募
集
人
数　

各
回
30
人
程
度

■
参
加
費　

無
料

申
各
回
当
日
10
時
ま
で
に

佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
（50）
1
2
0
8

小
見
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

☎
（82）
0
7
1
8

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
日
時　

2
月
5
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日　

い
ず
れ
も
火
曜

日
の
19
時
30
分
～
21
時
（
19
時

か
ら
受
付
）

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装

■
内
容　

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康

づ
く
り

■
参
加
費　

4
回
で
5
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

申
1
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　

����������

☎
（50）
1
2
2
1

　

手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
、
か
わ
い
い
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象　

小
学
1
～
6
年
生

■
日
時　

2
月
10
日
㈰　

13
時

～
15
時
30
分

■
場
所　

山
田
児
童
館

■
定
員　

24
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

■
内
容　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作

り
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ

■
参
加
費　

5
0
0
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
う
わ
ば
き

申
山
田
児
童
館
☎
（78）
2
1
4
2

　

年
金
受
給
者
と
給
与
所
得
者

を
対
象
に
、
国
・
県
・
市
に
よ

る
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

栗
…
19
日
㈫
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
19
年
9
〜
10
月
生
）

山
…
22
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
19
年
10
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

佐
…
1�
日
㈬
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
19
年
�
〜
4
月
生
）

栗
…
19
日
㈫
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
19
年
�
〜
4
月
生
）

小
…
1
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
19
年
4
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

佐
…
20
日
㈬
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
18
年
8
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

小
…
8
日
㈮
1�
時
〜
1�
時
�0
分　
（
平
成
17
年
8
〜
9
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

佐
…
19
日
㈫
1�
時
〜
1�
時
15
分　
（
平
成
16
年
8
月
生
）

■
離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

佐
…
21
日
㈭
1�
時
15
分
〜
1�
時
�0
分

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

佐
…
5
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
1�
時
50
分　

小
…
15
日
㈮
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
5
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
12
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

佐
…
22
日
㈮
1�
時
�0
分
〜
1�
時
50
分　

栗
…
6
日
㈬
1�
時
�0
分
〜
14
時

■
三
種
混
合
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

小
…
5
日
㈫
・
27
日
㈬
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
5
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時
15
分　

栗
…
6
日
㈬
1�
時
�0
分
〜
14
時

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

佐
…
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種　

小
…
15
日
㈮
12
時
�0
分
〜
1�
時
45
分

山
…
小
見
川
総
合
病
院
で
接
種　

栗
…
12
日
㈫
1�
時
�0
分
〜
14
時

佐
…
6
日
㈬
1�
時
〜
14
時
�0
分　

小
…
4
日
㈪
9
時
�0
分
〜
16
時

山
…
25
日
㈪
9
時
〜
16
時　

栗
…
18
日
㈪
1�
時
〜
14 

時
�0
分

佐
…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー　

小
…
4
･

10
カ
月
児
健
診
：
福
祉
セ
ン
タ
ー　

そ
の
他
：
小
見
川
区
事
務
所

山
…
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー　

栗
…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。（　

）
内
の
生
年
月
日
は
今
回
の
対
象

者
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　
　

☎
（50）
1
2
3
5　

小
健
康
福
祉
課　
　

☎
（82）
1
1
1
5

山
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（78）
2
1
4
2　

栗
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（75）
3
0
0
0

親
子
と
成
人
の
保
健

2
月
1
日
～
29
日

成
人
の
健
康
相
談

親
子
の
健
康
相
談
と
予
防
接
種

各
区
の
開
催
場
所

暮
ら
し
の

情
報

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

　

市
で
は
、
市
内
幼
稚
園
・
小

学
校
で
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
職
種

①
少
人
数
指
導
推
進
教
員

②
幼
稚
園
教
諭

■
募
集
人
員　

い
ず
れ
も
若
干
名

■
資
格

①
心
身
と
も
に
健
康
で
小
学
校

ま
た
は
中
学
校
教
諭
の
免
許
状

取
得
者
（
平
成
20
年
3
月
取
得

見
込
み
可
）

②
心
身
と
も
に
健
康
で
幼
稚
園

教
諭
の
免
許
状
取
得
者
（
平
成

20
年
3
月
取
得
見
込
み
可
）

■
採
用
予
定
日　

4
月
1
日

■
勤
務
時
間　

8
時
～
16
時
45

分
（
土
・
日
、
学
校
休
業
日
を

除
く
）

■
時
給　

①
1
1
5
0
円

　
　
　
　

②
9
0
0
円

■
選
考　

書
類
選
考
・
面
接

申
1
月
31
日
㈭
ま
で
に
履
歴
書

と
免
許
状
の
写
し
（
取
得
見
込

み
証
明
書
）
を
持
参
し
、
学
校

教
育
課
へ　

☎
（50）
1
2
3
9

■
日
時　

1
月
25
日
㈮　

17
時

～
（
予
約
不
要
）

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　
﹁
わ
か
り
や
す
い
、

大
腸
が
ん
の
診
断
と
治
療
﹂
講

師
：
県
立
佐
原
病
院
外
科
部
長

矢
野
佳
子
氏

■
参
加
費　

無
料

問
県
立
佐
原
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
1
2
3
1

■
日
時　

2
月
10
日
㈰　

9
時

～
正
午
（
毎
月
第
2
日
曜
日
）

■
場
所
・
定
員　

小
見
川
消
防

署
20
人
・
佐
原
消
防
署
10
人（
い

ず
れ
も
先
着
順
）

※
3
時
間
の
講
習
会
受
講
者
に

は﹁
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
﹂

が
交
付
さ
れ
ま
す

申
開
催
月
第
1
日
曜
日
の
17
時

ま
で
に

小
見
川
消
防
署
☎
（83）
0
1
1
9

佐
原
消
防
署　

☎
（52）
4
1
1
1

　

認
知
症
ケ
ア
の
知
識
や
技
術

の
取
得
の
た
め
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
程
・
内
容

▼
2
月
1
日
㈮
⋮
講
話
﹁
認
知

症
の
症
状
・
予
防
﹂
講
師
：
居

宅
介
護
支
援
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
北
佐
原　

国
谷
シ
ズ
ヱ
氏

▼
2
月
6
日
㈬
⋮
講
話
・
演

習
﹁
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

法
﹂
講
師
：
介
護
老
人
保
健
施

設
夢
プ
ラ
ス
ワ
ン　

平
澤
富
士

美
氏　

▼
2
月
12
日
㈫
⋮
交
流

会
﹁
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
解
消
﹂

講
師
：
居
宅
介
護
支
援
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
ふ
だ
ら
く　

石
井
禎
子

氏　

▼
2
月
25
日
㈪
⋮
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
﹁
呼
吸
法
﹂　

講

師
：
佐
原
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員

■
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
集
団
指
導
室

募集

講座
教室

お知らせ

臨
時
職
員

【暮らしの情報】

応
急
手
当

救
命
講
習
会

■
日
時
・
会
場

▼
2
月
1
日
㈮
⋮
市
役
所
5
階

大
会
議
室
、
山
田
区
事
務
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
2
月
4
日
㈪
⋮
市
役
所
5

階
大
会
議
室
、
栗
源
保
健
セ
ン

タ
ー

▼
2
月
5
日
㈫
⋮
小
見
川
区
事

務
所
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
2
月
6
日
㈬
⋮
小
見
川
区
事

務
所
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
の
会
場
も
9
時
30
分

　

今
年
も
﹁
あ
や
め
祭
り
﹂
期

間
中
、
水
生
植
物
園
の
水
路
に

て
、
水
郷
地
帯
の
お
輿
入
れ
、

﹁
嫁
入
り
舟
﹂
を
再
現
し
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
が
咲
き
誇
る
園
内
で
、
2
人

の
記
念
と
な
る
式
を
挙
げ
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
最
高
の
時と
き間

を
す

ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

挙
式
後
は
、
新
郎
新
婦
を
乗

せ
た
舟
が
園
内
水
路
を
巡
り
お

披
露
目
し
ま
す
。

■
資
格　

市
内
外
ど
な
た
で

も
、
新
郎
新
婦
共
に
40
歳
ま
で

の
カ
ッ
プ
ル
（
平
成
20
年
4
月

1
日
現
在
）

■
挙
式
日　

6
月
7
日
㈯
・
14

日
㈯
・
22
日
㈰　

い
ず
れ
も
10

時
30
分
か
ら
1
時
間
程
度

■
募
集
数　

各
日
1
組
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
謝
礼　

挙
式
費
と
旅
行
券

■
そ
の
他　

衣
裳
は
和
装
限

定
、
嫁
入
り
舟
の
光
景
は
観
光

宣
伝
に
活
用

申
3
月
7
日
㈮
ま
で
に

水
生
植
物
園　

☎
（56）
0
4
1
1

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

花
に
囲
ま
れ
た

幸
せ
な
時
間
を

花
に
囲
ま
れ
た

幸
せ
な
時
間
を

家
族
介
護
教
室

確
定
申
告
相
談

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
作
り

2008. January

1
月			   1	 2	3	  4	 5

	6	 7	 8	 9	 10	 11	 12

	13	 14	 15	 16	 17	 18	 19

	20	 21	 22	 23	 24	 25	 26

	27	 28	 29	3 0	3 1
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市民生活課　　☎(54)1138　　 市民環境課　☎(82)1114
市民環境課　☎(78)2113　　 市民環境課　☎(75)2113

栗源区事務所　　₁月23日㈬　予約日₁月17日㈭
市役所　　　　　₂月13日㈬　予約日₂月₄日㈪
小見川区事務所　₂月27日㈬　予約日₂月18日㈪

●行政相談・人権相談
　₁月18日㈮　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138
　₂月20日㈬　　13時30分〜15時30分
　市民生活課　　☎(54)1138　　 市民環境課　☎(82)1114
　 市民環境課　☎(78)2113　　 市民環境課　☎(75)2113
●消費生活相談　₉時〜17時

市民生活課　　₁月24日㈭・₂月14日㈭　☎(54)1138
市民環境課　₁月17日㈭・31日㈭・₂月₇日㈭　☎(82)1114

●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₂月₅日㈫
　（予約者優先　市民生活課　☎(54)1138）
●交通事故相談　10時〜15時　要予約
　環境安全課　　₁月22日㈫・₂月12日㈫　☎(50)1248

市民環境課　₁月17日㈭・₂月21日㈭　☎(82)1123
●心配ごと相談　10時〜15時
　社会福祉協議会栗源支所　 ₁月17日㈭･₂月14日㈭�☎(75)2118
　社会福祉協議会本所　　　 ₁月24日㈭　☎(54)4410
　社会福祉協議会小見川支所 ₁月31日㈭　☎(83)7071
　社会福祉協議会山田支所　 ₂月₇日㈭　☎(78)1056

●�精神保健福祉相談(要予約)　₂月₆日㈬・₂月14日㈭・
　₂月19日㈫　13時30分〜
●�エイズ・クラミジア・梅毒・B型、C型肝炎検査(無料・要予約)
　₁月28日㈪・₂月25日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₁月24日㈭・₂月28日㈭�☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象  ₉時30分～14時  予約は市民生活課　☎（54）1138
受付は予約日の₈時30分から10人まで　☎（54）1111

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

か
ら
15
時
30
分
の
開
催
に
な
り

ま
す
（
正
午
か
ら
13
時
ま
で
は

昼
休
み
）

問
佐
原
税
務
署
☎
（54）
1
3
3
1

��

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成

20
年
10
月
1
日
現
在
で﹁
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
﹂を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計

画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

単
位
区
設
定
は
、
こ
の
調
査

に
先
立
ち
、
都
道
府
県
知
事
が

任
命
し
た
指
導
員
が
﹁
住
宅
﹂

と
﹁
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す

る
建
物
﹂
の
数
な
ど
の
状
況
を

確
認
し
て
、
調
査
の
対
象
と
な

る
地
域
を
決
め
る
も
の
で
す
。

　

1
月
中
旬
か
ら
2
月
に
か
け

て
﹁
指
導
員
証
﹂
を
携
行
し
た

指
導
員
が
、
建
物
内
の
戸
数
な

ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
☎
（50）
1
2
0
6

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
石
油
給
湯
機
の
一

部
機
種
で
、
不
具
合
の
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
製
品
で
ま
だ
点
検
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
点
検
（
部

品
交
換
）
を
無
料
で
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
至
急

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
対
象
製
品
と
な
る
型
式
名
・

製
造
年
月

◇
型
式
名　

Ｒ
Ｐ
Ｅ
32
Ｋ
○
○

　

Ｒ
Ｐ
Ｅ
40
Ｋ
○
○　

Ｒ
Ｐ
Ｅ

41
Ｋ
○
○　

Ｒ
Ｐ
Ｈ
32
Ｋ
○
○

　

Ｒ
Ｐ
Ｈ
40
Ｋ
○
○　

Ｒ
Ｐ
Ｈ

41
Ｋ
○
○

◇
製
造
年
月　

1
9
9
5
年

（
平
成
7
年
）
8
月
～
1
9
9
9

年
（
平
成
11
年
）
6
月

※
製
造
番
号
の
頭
4
け
た
が
製

造
年
月
を
表
し
ま
す
。
な
お
、

点
検
済
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
れ

ば
、
点
検
は
完
了
し
て
い
ま
す

問
給
湯
機
点
検
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
9
時
～
17
時

30
分
）

☎
0
1
2
0
（
4
4
4
）
3
0
9

　

あ
な
た
の
わ
ず
か
な
時
間

で
、
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
は
、

安
全
性
の
高
い
血
液
の
確
保
の

た
め
に
、
4
0
0
ml
献
血
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所　

1
月
21
日
㈪

　

10
時
～
12
時
30
分　

栗
源
保

健
セ
ン
タ
ー

問
栗
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
（75）
3
0
0
0

■
売
却
予
定
地　

①
香
取
市

佐
原
字
粉
名
口
ロ
2
0
9
7

番
4
2
0
外
1
筆　

宅
地

1
1
5
0
.
2
4
㎡

②
香
取
市
佐
原
字
粉
名
口
ロ

2
1
2
2
番
1
8
2
外
1
筆　

宅
地　

4
9
5
.
1
7
㎡

■
現
場
説
明
日
時
・
場
所　

2

月
22
日
㈮　

①
10
時
～　

②
11

時
～　

い
ず
れ
も
現
地

■
入
札
日
時
・
場
所　

3
月
5

日
㈬�

①
10
時
30
分
～　

②
13

時
30
分
～　

い
ず
れ
も
利
根
川

下
流
河
川
事
務
所

※
入
札
案
内
書
は
事
務
所
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て

い
ま
す

問
国
土
交
通
省�

利
根
川
下
流

河
川
事
務
所
経
理
課

　
　
　
　
　
　

☎
（52）
6
3
6
2

　

香
取
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
1
日
㈮　

受
付

13
時　

開
会
13
時
30
分

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館

■
内
容　

演
題﹁
笑
わ
せ
ま
す
、

祐
次
郎
の
旅
じ
ょ
ん
が
ら
﹂　

講
師
：
高
橋
祐
次
郎
氏

■
入
場
無
料　

無
料

問
香
取
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

☎
（54）
4
4
1
0

　

佐
原
三
菱
館
で
は
、
1
月
31

日
㈭
ま
で
、﹃
樽
澤
猛
彫
刻
展
﹄

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

山
倉
在
住
の
樽
澤
猛
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
国
・
県
指
定
重

要
文
化
財
な
ど
の
修
復
、
復

元
作
業
に
携
わ
る
一
方
、
国
内

催し

【暮らしの情報】

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し
い

本
を
紹
介
し
ま
す
。
小
説

や
エ
ッ
セ
イ
、
旅
行
記
や

絵
本
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
表
情
・
し
ぐ
さ
・
行

動
が
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
？
と

思
っ
た
と
き
読
む
本

市
川
宏
伸
／
著

　

表
情
、
し
ぐ
さ
、
行
動
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
か
ら
子
ど

も
の
心
の
病
気
の
原
因
を
探

る
。
サ
イ
ン
の
見
方
や
特
徴
を

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
て
解
説
。

ま
た
、
代
表
的
な
心
の
病
気
の

症
状
や
治
療
法
、
家
族
の
対
応

な
ど
を
紹
介
。

日
本
一
や
さ
し
い
建
築
基
準
法

の
学
校�

建
築
基
準
法
改
正
に

対
応
！�

や
さ
し
い
講
義
形
式�

　

耐
震
強
度
偽
装
事
件
を
受
け

た
、
2
0
0
7
年
2
月
ま
で
の

建
築
基
準
法
改
正
に
対
応
し
た

テ
キ
ス
ト
。
範
囲
の
広
い
建
築

基
準
法
が
、
や
さ
し
い
講
義
形

式
で
ス
ラ
ス
ラ
頭
に
入
る
よ
う

工
夫
さ
れ
、
要
点
が
ズ
バ
リ
と

わ
か
る
大
き
な
図
解
を
多
用
し

た
構
成
。

中
国
の
危
な
い
食
品�

中
国
食

品
安
全
現
状
調
査

�

周
勍
／
著

　

中
国
食
品
が
世
界
の
食
卓
を

脅
か
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
内

の
食
品
汚
染
は
も
っ
と
深
刻

だ
。
不
衛
生
・
利
益
優
先
・
安

全
無
視
。
一
体
中
国
で
は
何
を

食
べ
た
ら
い
い
の
か
。
食
品
の

安
全
問
題
を
取
材
し
て
き
た
著

者
が
、
恐
る
べ
き
実
態
と
そ
の

社
会
的
背
景
に
迫
る
。

14
ひ
き
の
さ
む
い
ふ
ゆ

い
わ
む
ら
か
ず
お
／
さ
く

　

外
が
大
雪
で
も
ね
ず
み
の
大

家
族
は
暖
か
い
家
で
楽
し
い
だ

ん
ら
ん
の
ひ
と
時
。
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
ソ
リ
作
り
を
し
た
り

…
。
野
ね
ず
み
の
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
四
季
の
暮
ら
し
と
美
し

い
自
然
を
繊
細
に
描
く
。

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

樽た
る
さ
わ澤 

猛
た
け
し 

彫
刻
展

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
石
油
給
湯
機

点
検
の
お
願
い

国
有
地
の
売
却

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

単
位
区
設
定

作
家
・
海
外
作
家
と
グ
ル
ー
プ

展
な
ど
を
多
数
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
氏
の
石
彫

﹁
新
し
い
思
想
の
誕
生
﹂
は
、

2
0
0
3
年
の
二
紀
展
に
入
選

し
ま
し
た
。

■
日
時　

1
月
31
日
㈭
ま
で　

10
時
～
17
時（
水
曜
日
を
除
く
）

■
場
所　

佐
原
三
菱
館

■
入
場
料　

無
料

問
佐
原
商
工
会
議
所

☎
（54）
2
2
4
4

香
取
市

社
会
福
祉
大
会

厚生労働省認定 一級葬祭ディレクター在籍
セレモニーきうち佐原北口ホール香取市北 2-6-7

www.ceremonykiuchi.com

見学自由

やさしいバリアフリー対応ホール

◆お葬儀に関するあらゆる疑問にお答えします◆
○見積無料（ご予算・各式場別）○

○す べ て の 宗 派 に 対 応○

○病 院 からご自宅まで 搬 送○

特典満載の

の入会をお勧めします。
※詳細はお問い合わせください。

if共済会

〈広告〉 〈広告〉 〈広告〉

葬　祭　業

（おみがわ聖苑隣り）
自宅葬・家族葬・ホール葬・社葬

℡ 0 4 7 8 （ 8 3 ） 4 1 9 4

香 取 ホ ー ル 「いい家」が欲しい。

http://www.okeichi.com

香取市佐原イ570 電話0120-54-7233

新築・リフォーム・増改築・土地建物

メール→okeichi@beige.ocn.ne.jp

～木の家工房～桶市ハウジング

外断熱・二重通気工法のソーラーサーキットの家

注文住宅「杉の家」木の家に住みたい！
設計・見積、ご相談、何回でも無料！

356
モスバーガー

ヤクルト

公園 モデル
ハウス

植田建設

Yamucha

香取
市役所

消防署
佐原
中学校

至 小見川

至 佐原駅

自
転
車

ロ
ー
ソ
ン

オ
ラ
ン
ダ
家

※定休日
（火・水）

香取市北3丁目11-9 毎日13時～17時OPEN



広報 �2008年（平成20年）1月15日

人口と世帯
₁月₁日現在
人　口／87,105人（−101）
　　　男43,139人（− 65）
　　　女43,966人（− 36）
世帯数／29,038戸（− 36）

文芸文芸
　

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂

の
係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月

号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏

ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

買
物
を
両
手
に
提
げ
て
ゆ
く
人
の
師
走
の
町
に
わ
く
ら

葉
の
散
る�

香
取　

き
み
（
佐
原
イ
）

薊
さ
ん
あ
な
た
の
棘
が
刺
さ
り
そ
う
飾
り
た
い
け
ど
切

る
を
た
め
ら
う�

太
田　

正
彦
（
富
田
）

裏
山
に
ひ
と
き
わ
目
立
つ
石つ

蕗わ

の
花
羽
音
か
す
か
に
花

虻
あ
そ
ぶ�

大
橋　

と
き
（
沢
）

太
平
洋
に
生あ

れ
し
初
日
が
産う

ぶ

土す
な

の
大
王
松
の
秀ほ

に
か
か

り
た
り�

菅
澤　

進
（
岩
部
）

さ
わ
さ
わ
と
笹
の
葉
鳴
ら
し
吹
き
抜
け
る
風
と
吾
の
み

明
け
方
の
路
地�

人
見　

羽
津
江
（
小
見
川
）

今月の納期限

₁月31日㈭

市県民税

国民健康保険税

介護保険料

（第₄期）

（第10期）

（第10期）

　

�

香
取
歌
壇�

五
喜
田　

正
巳
選

市
役
所
の
新
市
に
告
げ
る
放
送
が
初は

　
る春
の
空
こ
え
わ
が

家
に
と
ど
く�

土
方　

と
し
子
（
み
ず
ほ
台
）

評
・
市
役
所
か
ら
の
連
絡
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ
の
放
送
が
空
を
こ

え
て
作
者
の
家
ま
で
と
ど
く
。
新
ら
し
い
市
、
そ
し
て
初
春
と
い

う
言
葉
か
ら
、
よ
く
晴
れ
て
い
る
景
が
み
え
、
正
月
に
ふ
さ
わ
し

い
明
か
る
い
歌
に
な
っ
た
。

　

�

香
取
俳
壇�

増
田　

斗
志
選

襖
絵
を
ぬ
け
出
し
雁
の
渡
り
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

�

髙
岡　

寿
々
む
（
神
生
）

評
・
近
年
で
は
雁
の
渡
り
は
滅
多
に
出
逢
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
ま
た
ま
雁
の
飛
翔
を
目
に
し
た
作
者
は
、
我
が
家
の
襖
に

描
か
れ
て
い
る
雁
で
あ
る
、
と
断
定
し
て
雁
に
心
通
わ
せ
て
詠
ん

だ
、
詩
的
な
発
想
に
滑
稽
が
あ
っ
て
佳
い
。

熱
燗
の
六
腑
へ
届
く
早
さ
か
な

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

初
春
や
利
根
青
く
し
て
筑
波
澄
む

�

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

行
く
年
の
仏
頂
面
の
髭
剃
れ
り

�

宮
崎　

弘
（
白
井
）

み
か
ん
山
色
づ
く
里
の
夕
日
か
な　

�

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

気
髙
さ
を
束
ね
て
灯
す
シ
ク
ラ
メ
ン

�

諏
訪　

延
子
（
白
井
）

【市民のひろば】

　積木遊びが大
好きなぼくたち、
わ た し た ち で
す。ディズニー
ランド遠足から、
ジェットコース
ターやシンデレ
ラ城など、どん
どん組み立てて
作りました。

年長児のみんなギャラリーギャラリー 北佐原保育所

みんなで作ったディズニーランド

　

11
月
15
日
号
で
募
集
し
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
の
抽
選
会
が
12

月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
応

募
総
数
は
3
0
0
通
を
超
え
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厳

正
な
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
に

は
ご
自
宅
に
届
い
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
行
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。�

（
Ｈ
）

　

千
葉
県
で
は
、
昨
年
2
月
か

ら
4
月
に
﹁
ち
ば
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

を
開
催
し
、
多
く
の
観
光
客
が

千
葉
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
を
継
続
的
な
も
の
と

し
、﹁
観
光
立
県
ち
ば
﹂
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
今
後
3
年

に
わ
た
り
、
全
県
を
挙
げ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
1
月
か
ら
3
月
に

パ
パ 

宜
昭
さ
ん
／
マ
マ 

友
子
さ
ん

●
根ね

も
と本 

龍り
ゅ
う
せ
い

聖
依
く
ん(

大
倉
丁
子)

パ
パ 

吉
之
さ
ん
／
マ
マ 

理
恵
さ
ん

●
岡お

か
の野 

郁い
く
む生

く
ん(

小
見
川)

パ
パ 

英
生
さ
ん
／
マ
マ 

真
弓
さ
ん

●
菅す

が
さ
わ澤 

幸こ
う
き暉

く
ん(

小
見
川)

弟
の
寅
ち
ゃ
ん
大
好
き
。
パ
パ

と
自
転
車
で
散
歩
も
っ
と
大
好

き
。

動
物
に
興
味
津
々
。
犬
を
見
る

と
ワ
ン
ワ
ン
と
話
し
か
け
て
い

ま
す
。

●
加か

が

い々井 

桃も
も
か花

ち
ゃ
ん(

下
飯
田)

パ
パ 

誠
さ
ん
／
マ
マ 

綾
さ
ん

●
篠し

の
つ
か塚 

百も

も

か々花
ち
ゃ
ん(

富
田)

パ
パ 

聡
紀
さ
ん
／
マ
マ 
真
澄
さ
ん

み
か
ん
が
大
好
き
で
1
日
に
2

個
は
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ま
す
。

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
乗
り
物
が

大
好
き
な
男
の
子
で
す
！

飛
行
機
と
ボ
ー
ル
遊
び
が
大
好

き
な
幸
ち
ゃ
ん
で
す
！

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

1歳
9カ月

₁月から₃月に開催

1歳
10カ月

早
春
ち
ば
め
ぐ
り

�

房
総
発
見
伝
春

﹁
早
春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
と
し

て
、
県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
市
で
も
魅
力
的
な
企
画
が

満
載
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
・
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

▼
新
春
鏡
開
き
と
振
舞
酒　

日

本
酒
仕
込
み
体
験

問
東
薫
酒
造　

☎
(55)
1
1
2
2

▼
香
取
神
宮　

宝
物
館
入
館
料

割
引

問
香
取
神
宮　

☎
(57)
3
2
1
1

▼
観
福
寺　

重
要
文
化
財
特
別

公
開

問
観
福
寺�

☎
(52)
2
8
0
4

▼
さ
っ
ぱ
舟
に
乗
っ
て
﹁
佐
原

工
芸
﹂
の
達
人
に
な
る

問
㈱
ぶ
れ
き
め
ら

　
　
　
　
　
　

☎
(55)
9
3
8
0

▼
佐
原
町
並
み
交
流
館　

佐
原

の
文
化
財
パ
ネ
ル
展

問
佐
原
町
並
み
交
流
館

　
　
　
　
　
　

☎
(52)
1
0
0
0

▼
佐
原
ま
ち
ぐ
る
み
博
物
館

お
正
月
飾
り
・
さ
わ
ら
雛
め
ぐ

り問
商
工
観
光
課
☎
(50)
1
2
1
2

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2


